
巻頭言

情報社会の生態学
副会長 長尾 異

情報社会の生態学ということをいい.IL'.してから3年になる 今日,

fl7報は十L会のすみずみにまで行きわたるようになり.1l'i報は人それ

ぞれによりそれぞれのイ上方で7T.J目され,またTiri懲されると)とJに,棟々
のぶラ唱lを什会と側人に与えるようになってきた.従って.1I'L報 11r.J'

轍技術の社会における尖態とその影響をよく観察し,情報と人Fluと

の棚IT_作用.榊11-_F村越竹について考えることful.Lb:.質である すなわ

ち情報社会というものに対する生態学的研究が今El必紫とされてい

るというわけである.これを ｢ll-Jt報社会のLLiJHLly7F'｣とf.づけ.いく

つかの所でその.沈みを示してきた_

†詣報の代表的な表現媒体は71譜であるが.千や図形 ILgi像.rjiに

は動作などによっても行われている かつては,印刷物に回足され

たtI'J報以外はすべてその場で消滅してしまうものであっ/=が,花子

技術 ･計乍?機技術によって,各桂の怖轍が記憶され,処理され,種々

の形に変換されて利用されるようになってきた.fr7報伽発というf:3-

児が示すように,十17報衣別は術によって膨大な情報が利用できるよ

うになってきているが,それに従って, ･人の人間にとって必要な

伯叔の'.DJ合が極端にノトさくなり,虫に和効な1LI.i報の取得がld難と

なってきている

一方ではマルチ メデイ7祉会の到来ということがやかましくいわ

れるようになってきている しかし.これが人々の社会dl折を'Jl'･か

にし,伽仝な社会の発鵬に;i献するものであるかどうかとなると,

はなはだあやしいといわざるを門ない 社会のモラルを帆 卜させる

ことだけに謀Lj･することのないよう祈らざるをえない 科学は術は

41会を発脹させる現し動))であるとJiこくイLj'じられているが.このあた

りで本当にYJましい祉会の進)ii･苑地とはどのようなことなのかを共

検に検.ふJすることが必安であろう こjl_は物rtl汀iだけでなく.人間

の梢榊ll1T-から行われる必紫があるし,坤に日本という狭い範l川でな

く,il上界令体を視野に入れて検討される必紫がある 社会と情報,

個人と情報とのr卦係として検,Tlすべき.経過は多い_

/ケ｢lこの川抱が櫛に=代々技術二mことって)lt紫になってきているの

は.ハードウェア,ソフトウェ7だけでなく,情報そのものを北々

技術界が扱うようになってきているからである 社会の適切な発展

ということに対する‡k々 技術名のTl'1'任がますます大きくなってきて

いることを認識する必安があるだろう


